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第２号様式（第８条関係）

    ○年○月○○日

　（提　出　先）

　　足　立　区　長

団 体 所 在 地

団 体 名

代表者役職・氏名

１　助成金申請事業

２　助成金交付申請額 金　　 100,000 円

コース

　　課題チャレンジコース 提示課題：

４　当該事業の申請回数　　　　☑１回目　　□２回目　　□３回目以上

５　事業開始（予定） 　　    　○○○○年○月〇日

　

６　事業完了予定年月日 　　    　○○○○年○月〇日

７　添付書類

（１）足立区公益活動げんき応援事業計画書　　　[第２号様式－２又は第２号様式－３]

（２）足立区公益活動げんき応援事業収支予算書　[第２号様式－４]

（３）その他必要な書類

足立区□□△-△-△

○○○○○○

足立区公益活動げんき応援事業助成金交付申請書

　足立区公益活動げんき応援事業助成金交付要綱第８条の規定に基づき、下記のとおり

助成金の交付を申請します。

○○○○事業

３　助成金申請コース

代表　足立　太郎

記

記入例① 

ドロップダウンリストから
申請するコースを選択して
ください。 

課題チャレンジコースを申請
する場合は、ドロップダウン
リストから取組む課題を選択
してください。 

申請した事業が不採択だった場合、申請
回数にはカウントをしないでください。 

例）1 回目不採択で今回 2 回目の申請 

→1 回目に✓ 

  1 回目不採択、2 回目採択で今回 

3 回目の申請→2 回目に✓ 
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記入例② 
げんき応援コース、課題チャレンジコース用の申請書になります。 
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[実施体制（必要とされる人員や設備の確保状況、連携団体等）]

[事業対象者への周知方法]

※可能であれば具体的な数字を示すこと。
　過去に助成を受けた場合は、過去実績を踏まえて今年のポイントを記入すること。

［次年度］

［次々年度］

※3回助成済の事業と【事業実施の背景・目的】の欄の内容が同じ場合、
事業の差異がわかるように簡潔に記入をすること。

過去申請事
業（3回助成
済事業）と
の差異

事業実施に
より区民や
地域にもた
らす効果

※解決するべき地域課題について、実施によりどのような効果が期待できると考えて
  いるかを記入してください。

※審査の重要なポイントとなります。わかりやすく記入してください。

今年度の事
業目標・指
標

※事業完了後に事業実績を報告していただきます。あらかじめ数値目標等を具体的に
  設定してください。

次年度以降
の事業計画

事業の内容

※事業概要に記入した内容単位で、実施日ごとに記入してください。

（例）9/10　○○祭り　　会員10名、ボランティア20名

※周知方法について具体的に記入してください。
（例）チラシを○○地区　1,000世帯に配布　など

※来年度以降も事業継続を考えているか、計画や方針を具体的

に記入してください。また、資金計画等についても記入してくださ

い。



◇◇ 記入例 ◇◇ 

25 

 

 

 

 

 

  

記入例③ 
ステップアップコース、協働・協創推進コース用の申請書になります。 
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「事業に関する事項」については、P23～P24 を参照してください。 

 

※ 協働・協創推進コース申請団体は P27 もご確認ください。 
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 記入例④ 


